
                             

                             

                             

                             

 [第 347 号］             北日野公民館だより              令和 7年 2月 14 日 

北日野地区の人口  4,187 名(1 月比 －7）（男 2,030 女 2,157 外国人含む 1,610 帯(1 月比－3） 令和７年 2 月１日現在 

 

日野フォトクラブ 

 

䣓
先
人
か
ら
の
知
恵
の
伝
承
䣔 

 

幼
い
こ
ろ
稲
刈
り
鎌
で
小
指
の
先
を
切
䣬
て
し
ま
䣬
た
こ
と
が
あ

る
䣎
こ
の
時
祖
父
が
す
ぐ
に
手
当
て
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
䣬
た
䣎 

す
ぐ
に
指
先
を
水
洗
い
し
て
䣍
家
の
周
り
に
自
生
し
て
い
る
蕗
の
根

䣬
こ
を
採
り
水
洗
い
し
て
石
で
つ
ぶ
し
た
も
の
を
小
指
の
切
り
口
に
あ

て
て
包
帯
を
巻
い
て
く
れ
た
䣎
小
指
は
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
痛
み
が
あ
䣬
た

が
䣍
し
ば
ら
く
す
る
と
炎
症
も
な
く
な
り
傷
口
は
完
治
し
た
䣎
こ
の
時

の
祖
父
の
知
恵
と
自
然
の
薬
草
の
力
に
感
動
し
た
こ
と
を
幼
い
こ
ろ
の

体
験
と
し
て
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
䣎 

他
に
も
父
親
か
ら
教
え
て
も
ら
䣬
た
技
が
あ
る
䣎
田
ん
ぼ
仕
事
の
手

伝
い
の
中
で
荷
車
に
稲
わ
ら
を
積
み
込
み
ロ
䤀
プ
で
固
定
す
る
結
び
方

で
あ
る
䣎
こ
の
技
は
今
で
も
軽
ト
ラ
で
の
運
搬
時
に
多
用
し
孫
䣍
子
か

ら
時
に
羨
望
の
的
と
な
䣬
て
い
る
䣎 

そ
の
よ
う
な
日
常
の
生
活
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
先
人
の
知
恵
や
技

は
大
人
に
な
䣬
た
ら
沢
山
身
に
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
䣬
て
い
た
䣎

で
も
大
人
に
な
り
老
人
と
な
䣬
た
今
䣍
知
恵
と
技
の
詰
ま
䣬
た
老
人
と

は
な
れ
な
か
䣬
た
䣎
そ
れ
ば
か
り
か
生
活
の
中
で
孫
子
と
一
緒
に
働
き

技
や
知
恵
を
共
有
・
伝
承
す
る
機
会
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ
と
に
愕

然
と
す
る
䣎 

そ
こ
で
考
え
た
䣎 

食
が
荒
廃
し
䣍
心
が
荒
廃
し
䣍
先
人
の
知
恵
や
技
が
失
わ
れ
て
ゆ
く

現
状
を
た
だ
嘆
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
䣎
体
験
を
通
し
て
孫
䣍

子
と
一
緒
に
学
べ
る
よ
う
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
昨
秋
４
年
生
の
孫

が
学
校
か
ら
大
根
の
種
を
持
ち
帰
䣬
た
䣎
こ
れ
を
畑
の
一
角
に
蒔
い

た
䣎
有
機
無
農
薬
で
の
野
菜
作
り
に
参
加
し
て
も
ら
䣬
た
䣎
そ
し
て
収

穫
の
時
期
と
な
り
大
根
の
旬
の
味
を
一
緒
に
味
わ
い
笑
顔
に
な
䣬
た
䣎 

 

こ
こ
か
ら
じ
䣬
く
り
と
一
緒
に
働
く
場
を
つ
く
り
共
に
技
と
知
恵
を

つ
け
て
行
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
䣎 

Ｍ
・
Ｋ 



                            

                             

                             

                             

令
和
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野
地
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区
長
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み
な
さ
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振
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Ｒ
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終
了
後
か
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増
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杉
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輝
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英
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石
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孝
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松
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一
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杉
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一
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飯
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金
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玉
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喜
一
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䥹
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長
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内 

町 

前
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英
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屋 

町 

平
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葛 
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町 

長
谷
川 

幸 

問 

屋 

町 

佐
々
木 

直
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住

宅

団
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四
月
よ
り
現
区
長
か
ら
新
区
長
に
な
る
予
定
で
す 

 

         〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり        令和7年2月14日（2）    

春
風
コ
ン
サ
ᶌ
ト 

日
時
䥽
三
月
二
十
三
日
䥹
日
䥺 

 
 

 
 

十
三
時
三
十
分
䦅
十
五
時
三
十
分 

場
所
䥽
北
日
野
公
民
館 

二
階 

講
堂 

出
演
䥽
河
端
太
鼓
䣕
楽
鼓
䣖 

 
 

 
 

ア
ル
ト
サ
䣹
ク
ス 

演
奏 

䣕
エ
ル
・
シ
オ
ン
䣖 

・
䣖 

 
 
 

＊
詳
し
く
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り 

 

二
月
二
十
三
日
䥹
日
䥺
䣍
北
日
野
公
民
館
に
て

ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
䣎 

 

血
圧
測
定
・
ソ
ル
セ
イ
ブ
・
握
力
・
長
座
体
前

屈
・
棒
つ
か
み
・
Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
測
定
・
骨
密
度
測
定

の
健
康
チ
䣷
䣹
ク
が
あ
り
ま
す
䣎
䣕
み
ん
な
で
運

動
し
て
み
よ
う
䣖
で
は
䣍
３
Ｂ
体
操
を
実
施
し
ま

す
䣎
ご
家
族
で
気
軽
に
健
康
チ
䣷
䣹
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
䣎 

 

＊
詳
し
く
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

冬
の
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た 

 

一
月
二
十
六
日
䥹
日
䥺
䣍
シ
リ
䤀
ズ
三
回
目
に

な
る
和
菓
子
作
り
を
開
催
し
ま
し
た
䣎 

 

今
回
は
節
分
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
䣍
䣓
き
な

こ
の
す
は
ま
䣔
䣓
鬼
の
練
り
切
り
䣔
の
二
種
類
を

作
り
ま
し
た
䣎 

＊
お
知
ら
せ
＊ 

和
菓
子
作
り
体
験 

~
 

春
の
お
菓
子 ~

 

日

時
䥽
三
月
九
日
䥹
日
䥺
十
六
時
䦅 

場

所
䥽
北
日
野
公
民
館 

定

員
䥽
一
〇
名 

参
加
費
䥽
五
０
０
円 

申

込
䥽
北
日
野
公
民
館 

℡
２
３―

４
６
０
３ 

䣑
野
の
花
文
化
賞
受
賞
䣒 

 

野
の
花
文
化
賞
は
䣍
県
文
化
振
興
事
業
団
に
よ
り
䣍
地
域
の

伝
統
文
化
の
継
承
や
普
及
に
取
り
組
む
䣍
個
人
や
団
体
を
た
た

え
る
賞
で
す
䣎
こ
の
た
び
第
二
十
六
回
野
の
花
文
化
賞
に
䣓
き

た
ひ
の
歴
史
セ
ミ
ナ
䤀
䣔
を
含
む
三
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
䣎 

地
区
内
の
歴
史
や
䣍
文
化
の
調
査
研
究
お
よ
び
䣍
住
民
へ
の

普
及
に
取
り
組
み
䣍
北
日
野
地
区
の
習
慣
を
ま
と
め
た
䣓
き
た

ひ
の
探
訪
䣔
や
䣓
見
ど
こ
ろ
マ
䣹
プ
䣔
を
作
製
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
䣎 

き
た
ひ
の
セ
ミ
ナ
䤀 

三
月
一
日
䥹
土
䥺䣍
十
九
時
三
十
分
䦅 

北
日
野
公
民
館
に
て
䣍
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
の

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
䣎 

＊
詳
し
く
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

受賞おめでとうございます！ 

き
た
ひ
の
づ
く
り
大
集
会 

日
時
䥽
二
月
二
十
三
日
䥹
日
䥺 

 
 

 
 

九
時
三
十
分
䦅
十
一
時 

場
所
䥽
北
日
野
公
民
館 

二
階 

講
堂 

北
日
野
の
未
来
の
為
に
！
み
ん
な
で
話
し
合
お
う
！ 

 



                             

                             

                             

                             

【日本伝統文化吟友会  
吟剣詩舞コンクール全国決勝大会】 

場所：大阪府岸和田市 
 
 
 
 
 
 
１月号で受賞をお知らせしましたが、「詩舞少年

の部」の掲載が抜けてしまいました。 
お詫び申し上げます。 

 

 (3）令和 7年 2月 14 日        ＜地区の将来像＞      暮らしの安全、快適生活とインフラ整備         

２月～３月の予定 
2 月 23 日(日) きたひのづくり大集会 
       ふれあい健康まつり 
3 月 1 日(土) クリスタルボウル演奏会 

5 日,12 日(水) ボクシング 
キックボクシング体験教室 

6 日(木) 企画委員会 
7 日(金) 公民館運営協議会 
9 日(日) 放課後子ども教室 

（スマートボール作り） 
9 日(日) 和菓子作り 

休館日 毎週月曜日 2月 16 日(日).3 月 16 日(日) 
                  3 月 20 日(木) 
 

北日野駐在所だより №８３ 

令和７年３月２４日から 
マイナカードと運転免許証の一体化が
始まります！ 
★免許証の持ち方として、次の３つの
持ち方が可能になります。 
①従来の運転免許証のみを保有する。 
②運転免許証の免許情報が記録された
マイナンバーカード（マイナ免許証）
のみを保有する。 
③マイナ免許証と運転免許証の両方を
保有する。 
※マイナ免許証を希望する方は、マイ
ナンバーカードを持参してください。 

＜防炎品を使用しましょう！＞ 

寒い時期がまだ続きます。暖房器具の周辺製品にひと工夫を 
日頃、私たちは燃えやすいものに囲まれて生活しています。

日常生活でのちょっとした不注意が原因となって、多くの火災
が発生しています。皆さんの身の周りを、燃えにくい「防炎性
能」を有する防炎品を使用すれば、火災の発生・拡大を防止す
ることができます。 
※防炎品は「防炎物品」と「防炎製品」の２種類があります。 
【防炎物品】消防法令により高層建築物や劇場、旅館、病院な
どの使用が義務付けられています。 
例：カーテン、布製ブラインド、じゅうたん、暗幕、どん

帳、工事用シート、展示用の合板など 
【防炎製品】一定の基準以上の防炎性能を有するものを防炎製
品として認定しています。 
 例：寝具類、テント類、シート類、非常持出袋、防災頭巾、
衣服類、作業服、自動車、木製等ブラインド、襖など 

［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署  
予防指導課☏４３－０１１９ 

書道教室 

令和６年度 第３回 公民館運営協議会を開催します 

日時：３月７日（金） 午後７時３０分～ 

場所：北日野公民館 講堂 

※傍聴を希望される方は、当日午後５時までに、北日野公民

館までお申し込みください。 

定員：５名  ℡２３－４６０３ 

お願い～無断駐車はご遠慮ください ！～ 
公民館の駐車場は、来館者のための駐車場

です。無断駐車はご遠慮ください。 
また、駐車場内では徐行をお願いします。 

北日野スノースポーツクラブ合宿 
☆志賀高原スキー・スノーボードバスツアー☆ 
日時：令和 7 年 2 月 22 日（土）～24 日（月） 
                2 泊 3 日 
場所：志賀高原スキー場（長野県山ノ内町） 
集合場所：２月２２日（土）午前３時 
     北日野公民館出発 
費用：小中学生５５，０００円程度  

一般６０，０００円程度 
〆切日：２月１５日(土) 
問合せ先：北日野公民館 ℡２３-４６０３ 

みなさん奮ってご参加ください！ 

 

 
 
  

私の子育て奮闘記 １１8 

 本当に子供の成長は速いと感じている毎日です。 

少し前までは軽く走る程度の鬼ごっこでしたが、今で

は全力で逃げ、全力で追いかける。そして長期戦にな

るというスポーツになってしまいました(笑) 

私も負けるわけにはいかないので、身体を鍛え試合に

臨んでいます。子供が成長するおかげで私の老化を防

止してくれています。 

 
北日野小学校 PTA 保護者 

★マイナ免許証に記録される情報 
①マイナ免許証の番号 
②免許の年月日、マイナ免許証の有効期
間の末日 
③免許の種類 
④免許の条件に係る事項 
⑤顔写真（マイナ免許証の IC チップに
記録されます。マイナカードの券面に免
許に関する事項は掲載されません。） 
★マイナ免許証の免許情報確認する方法 
この場合、運転免許センター等であらか
じめ利用の手続きをすることが必要で
す。 

夜の部 加藤 樂さん 

『詩舞 少年の部』 
３位 大塚 正倖さん 
中学１年生 庄田町 
 

おめでとうございます 



                            

                             

                             

                            

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
䤀
ル
投
稿
䣍
原
稿
な
ど
は 

䢫
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコードで 

「友達追加」をお願いいたします 

［第 347 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 7年 2月 14 日(4)  

37 年ぶりの大雪 ！ 

約 1 週間居座った

大寒波 ！ そんな中で

もたくましく生きる

北日野の鳥たち‥ 

ふくら雀 

（M さん撮影） 

雪の下大根掘り 

놴놲놵놶놷놳 

2/11  バレンタインの 

アイシングクッキーづくり萈萉萏萊萋萌萍萎걟걠 

★清水さん ★山本さん 
★加藤さん ★野村さん 
★山本さん ★大塚さん  
★三好さん ★玉川さん 
★松原さん ★仲保さん 
★川崎さん ★三好さん 
 

大塚さんちの三男负贠账贡财货责贤质贩败 
ニッキさん 

冬の寒さの中、つぼみを

たくさんつけて春を待つ 

薄墨桜（日野川堤防）  

表
紙
の
俳
句
は
䣍
北
日
野
俳
句
会 

平
井 
圭
子
さ
ん
の
作
品
で
す 

連日の零下で 

ツララも成長 ！ 

↑キジ 

イソヒヨドリ→ 

（別名幸せの青い鳥） 

冬のたのしみ♪ 


